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啓発媒体利用状況等調査           

Ⅰ 調査の概要 

１．趣    旨 
平成 26 年度、医科歯科連携を目的とした市民向けリーフレットを作成し、市内の特定

健診実施医療機関に配布を依頼した。また、北九州市における糖尿病・歯周病に関る医

科歯科連携の現状把握を目的として、「糖尿病と歯周病についてのアンケート」を実施し

た。 

  今回、市民向けリーフレットの利用状況と医科医療機関の糖尿病・歯周病に関る医科

歯科連携の意識を把握することを目的に調査を行った。 

２．調査方法 
医科医療機関を対象とした研修会においてアンケート用紙の配布により行った。

 ３．調査対象 
研修会に参加した北九州市内の医科医療機関の従事者３２９人

４．調査期日 
平成２８年２月１日

５．回収状況 
回収数：１４０（回収率４２．６％）

６．調査機関 
北九州市保健福祉局地域支援部健康推進課

７．集計分析上の注意事項 
・ サンプル数は「Ｎ」で標記しています。

・ 集計値は原則として回答数の合計を１００とした場合の構成比で、小数点第２位

以下を四捨五入した値で示しています。このため、内訳の合計が１００％にならな

い場合があります。

   ・ 複数回答（２つ以上の選択肢を回答）は原則として１００％を超えます。

８．対象の属性 

職種 人数 ％ 

医師 48 34.3% 

看護師等その他職種※ 71 50.7% 

事務・無回答 21 15.0% 

合計 140  

        ※ 看護師（63 人）、助産師（2 人）、看護助手、診療放射線技師、理学療法士、視

能訓練士、（各 1人）、職種不明（2人）  
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Ⅱ 調査結果 

１．糖尿病と歯周病の関係についての認知度 
  質問１）糖尿病と歯周病が相互に影響することを知っていますか。

２．糖尿病に関する歯科との連携 
  質問２）過去１年間に、糖尿病患者の歯周病について、歯科に紹介したことがあります

か（紹介状の有無は問わない）。 

はい 79.3%

いいえ

19.3%

無回答

1.4%

【図１ 全回答者（Ｎ＝１４０）】

はい 89.6%

いいえ

8.3%

無回答

2.1%

【図２ 医師（Ｎ＝４８）】

はい 81.7%

いいえ

18.3%

無回答

0.0%

【図３ 看護師等（Ｎ＝７１）】

はい 47.6%

いいえ

47.6%

無回答

3.7%

【図４ 事務･無回答（Ｎ＝２１）】

はい 10.0%

いいえ

84.3%

無回答

5.7%

【図５ 全回答者（Ｎ＝１４０）】

はい 18.8%

いいえ

81.3%

無回答

0.0%

【図６ 医師（Ｎ＝４８）】
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質問３）過去１年間に、歯科から歯周病患者の糖尿病について、紹介がありましたか（紹

介状の有無は問わない）。 

はい 7.0%

いいえ

85.9%

無回答

7.0%

【図７ 看護師等（Ｎ＝７１）】

はい 0.0%

いいえ

85.7%

無回答

4.8%

【図８ 事務･無回答（Ｎ＝２１）】

はい 6.4%

いいえ

85.0%

無回答

8.6%

【図９ 全回答者（Ｎ＝１４０）】

はい 14.6%

いいえ

85.4%

無回答

0.0%

【図１０ 医師（Ｎ＝４８）】

はい 1.4%

いいえ

85.9%

無回答

12.7%

【図１１ 看護師等（Ｎ＝７１）】

はい 4.8%

いいえ

81.0%

無回答

14.9%

【図１２ 事務･無回答（Ｎ＝２１）】
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３．市民向けリーフレットについて 
  質問４）北九州市で作成したリーフレットを知っていますか。 

質問５）実際にこのリーフレットを糖尿病患者に手渡したことはありますか。 

はい 16.4%

いいえ

80.0%

無回答

3.6%

【図１３ 全回答者（Ｎ＝１４０）】

はい 29.2%

いいえ

81.3%

無回答

0.0%

【図１４ 医師（Ｎ＝４８）】

はい 8.5%

いいえ

87.3%

無回答

4.2%

【図１５ 看護師等（Ｎ＝７１）】

はい 14.3%

いいえ

76.2%

無回答

9.5%

【図１６ 事務･無回答（Ｎ＝２１）】

はい 13.0%

いいえ

43.5%

待合室等

において

いる 43.5%

無回答

0.0%

【図１７ リーフレットを知っている者

（Ｎ＝２３）】
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４．糖尿病―歯周病の医科歯科連携を進めるにあたって 

質問６）糖尿病と歯周病に関する医科歯科連携を進めるために必要と思うものをお答え

ください（複数回答）。

0.0%

19.3%

40.0%

17.1%

44.3%

40.0%

41.4%

その他

紹介を行うための書式やシステムづくり

医科と歯科が連携を図るための

行政や医師会・歯科医師会による環境づくり

医療保険制度の改正

市民の糖尿病と歯周病の関係に関する啓発

医科における歯周病に関する研修

歯科における糖尿病に関する研修

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【図１８ 全回答者（Ｎ＝１４０）】

0.0%

25.0%

43.8%

18.8%

47.9%

58.3%

41.7%

その他

紹介を行うための書式やシステムづくり

医科と歯科が連携を図るための

行政や医師会・歯科医師会による環境づくり

医療保険制度の改正

市民の糖尿病と歯周病の関係に関する啓発

医科における歯周病に関する研修

歯科における糖尿病に関する研修

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【図１９ 医師（Ｎ＝４８）】
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0.0%

18.3%

40.8%

19.7%

45.1%

29.6%

45.1%

その他

紹介を行うための書式やシステムづくり

医科と歯科が連携を図るための

行政や医師会・歯科医師会による環境づくり

医療保険制度の改正

市民の糖尿病と歯周病の関係に関する啓発

医科における歯周病に関する研修

歯科における糖尿病に関する研修

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【図２０ 看護師等（Ｎ＝７１）】

0.0%

3.0%

33.0%

33.3%

4.8%

28.6%

9.5%

その他

紹介を行うための書式やシステムづくり

医科と歯科が連携を図るための

行政や医師会・歯科医師会による環境づくり

医療保険制度の改正

市民の糖尿病と歯周病の関係に関する啓発

医科における歯周病に関する研修

歯科における糖尿病に関する研修

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【図２１ 事務･無回答（Ｎ＝２１）】
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Ⅲ 考察 

本市男性の糖尿病による年齢調整死亡率（人口１０万人あたり）や年間一人あたり約 500

万円の医療費がかかる慢性人工透析の患者数は、他県と比較すると高い。市国民健康保険の

透析患者のうち、約４割は糖尿病性腎症である。また、国民健康保険特定健診受診者のうち、

糖尿病有病者や予備軍も 3割を超えており、本市において糖尿病は重要な健康課題の一つで

ある。 

そこで、慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防連携システムの構築をはじめ、国民健康保険特定健診・

特定保健指導、健康づくり応援店など食を通じた生活習慣病予防、区役所や地域での健康教

育、健康相談等で糖尿病の予防、重症化予防に取り組んでいるところである。 

一方、歯周病については糖尿病の合併症の一つであるとともに、近年糖尿病の重症化にも

影響を及ぼすことが明らかになっている。 

このような背景から、本市の健康上の課題の１つである糖尿病との関係に着目した歯周病

予防・重症化予防対策について取り組んでいる。 

平成 26 年度は、歯科医療機関を対象とした調査（以下、「前回調査」という。）、研修、市

民向けリーフレット（以下、「リーフレット」という。）の作成を行っている。 

今回、医科医療機関の従事者を対象にアンケートを行い、糖尿病と歯周病に関する認知度

や、連携状況、リーフレットの活用状況等について調査を行った。 

歯周病と糖尿病が相互に影響することについて、「科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドラ

イン 2013」（一般社団法人日本糖尿病学会）には、「歯周病が糖尿病の発症及び病態に及ぼす

影響」と「歯周治療が血糖コントロールに与える影響」が、「可能性がある」として「グレー

ドＢ（行うよう勧める）」と掲載されている。「糖尿病連携手帳」（公益社団法人日本糖尿病協

会編）においても、歯周病は糖尿病の 6番目の合併症として記載されている。 

今回の調査結果では、全体の 8 割弱が糖尿病と歯周病の関係について知っている（図 1）

ものの、医師では 89.6％（図 2）と前回調査結果の歯科医師より 6.8 ポイント低く、看護師

等については 81.7％（図 3）とさらに低い状況であった。医療専門職でない事務等について

は、40 歳以上の一般市民の認知度（平成 23 年度）27.7％より高かったものの、「北九州市健

康づくり推進プラン」の平成 29 年度目標値 50％には達していなかった（図 4）。 

これらの結果から、糖尿病と歯周病が相互に影響することについて、まだ啓発が充分でな

いことが示唆された。 
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糖尿病に関する歯科との連携について、「過去 1年間に糖尿病患者の歯周病について歯科に

紹介した」医師は、全体の 18.8％であった（図 6）。また、逆に「過去 1年間に歯周病患者の

糖尿病について歯科から紹介があった」医師は 14.6％であった（図 10）。 

前回調査で「過去 1 年間に糖尿病患者の歯周病治療について医科から紹介があった」歯科

医師は全体のわずか 3.6％、「過去 1年間に歯周病患者の糖尿病について医科に紹介した」歯

科医師は 19.8％であったことから、医科から歯科への連携が増えていることが伺える。 

市民向けリーフレットの認知度は全体で16.4％（図13）、医師では29.2％であった（図14）。 

リーフレットは、昨年度末に市内の特定健診実施医療機関に配布し、HbA1c が 6.0％以上の

患者への手渡し、または自由配布をお願いしている。また、歯科診療所での配布や北九州市

ホームページの掲載を行っている。 

配布から 1年近く経っていること、各医療機関の配布部数が少なかったことを考慮しても、

市内の医療機関のうち約 4割が特定健診実施医療機関であり、予想より低い結果となった。 

また、リーフレットを知っている者のうち、リーフレットを活用している（「リーフレット

を糖尿病患者に手渡したことがある」＋「待合室等においている」）のは全体の 56.5％（図

17）と活用状況も期待された結果ではなかった。 

糖尿病と歯周病の医科歯科連携を進めるために必要と思うもの（複数回答）は、全体では

「市民の糖尿病と歯周病の関係に関する啓発」が最も多く 44.3％、次いで「歯科における糖

尿病に関する研修」、「医科における歯周病に関する研修」であった（図 18）。 

医師では「医科における歯周病に関する研修」が最も多く 58.3％、次いで、「市民の糖尿

病と歯周病の関係に関する啓発」47.9％であった（図 19）。前回調査の結果では、歯科医師

では「歯科における糖尿病に関する研修」が最も多く 72.2％、次いで、「市民の糖尿病と歯

周病の関係に関する啓発」57.7％であり、医師も歯科医師と同様に自身の研修が最も必要で

あると感じていることが示唆された。 

今回の結果から、医科の側から見ても、医科歯科連携があまり活発に行われていないこと

が明らかとなった。今後は研修など医科医療機関従事者へのさらなるはたらきかけや、市民

への効果的な啓発に積極的に取り組んでいくことが重要であると思われる。 
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【資料１ アンケート用紙】 

□ あなたの職種について、当てはまる番号に○をつけてください。

１ 医師           ２ 看護師    

３ 事務           ４ その他（             ） 

□ 糖尿病と歯周病が相互に影響することを知っていますか。

１ はい     ２ いいえ

□ 過去１年間（平成２７年２月～２８年１月）に、糖尿病患者の歯周病について、

歯科に紹介したことがありますか（紹介状の有無は問わない）。

１ はい     ２ いいえ

□ 過去１年間（平成２７年２月～２８年１月）に、歯科から歯周病患者の糖尿病治

療について、紹介がありましたか（紹介状の有無は問わない）。

１ はい     ２ いいえ

□ 北九州市で作成したリーフレットについておたずねします。 

● このリーフレットを知っていますか。 

１ はい     ２ いいえ

● 実際にこのリーフレットを糖尿病患者

に手渡ししたことはありますか？ 

１ はい     ２ いいえ

３ 待合室等に置いている 

□ 糖尿病と歯周病に関する医科歯科連携を進めるために必要と思うものをお答え

ください（複数回答可）。 

１ 歯科における糖尿病に関する研修

 ２ 医科における歯周病に関する研修

 ３ 市民の糖尿病と歯周病の関係に関する啓発

 ４ 医療保険制度の改正

 ５ 医科と歯科が連携を図るための行政や医師会･歯科医師会による環境づくり

 ６ 紹介を行うための書式やシステムづくり

 ７ その他（                            ）
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歯科保健指導マニュアル          

ワーキンググループにより作成した案を、「歯科と生活習慣病対策委員会」でさらに検討

し、決定した。 

Ⅰ ワーキンググループの開催 

１．メンバー 
   口腔保健支援センター及び本市の歯科保健指導等に従事している保健福祉局事業協

力歯科衛生士（延べ 10名参加） 

２．日程 
  平成 27 年 7月 2 日（木）、6日（月）9:00～12:00、7 日（火）13:00～16:00 の計 3回 

Ⅱ 歯周病と全身疾患の関係に着目した新たな歯科保健指導メニュー
出前教室向けメニュー 

「はじめよう！あなた次第の歯っぴーライフ 

～今日からはじめる歯周病予防～」 

１．趣旨
 歯周病は全身の健康と深い関係があり、歯周病を予防することは、健康寿命の延伸

につながること、かかりつけ歯科医の重要性を理解してもらう。 

２．内容 

基本内容（15～20 分） 追加内容の例 

① 健康寿命について 市の高齢者の状況（人口、要介護度） 

② 歯周病とは 市の状況、セルフチェック 

③ 歯周病と全身の健康との関係 誤嚥性肺炎について 

④ セルフケアとプロケア ブラッシング、入れ歯の手入れの方法 

⑤ 喫煙の影響 喫煙が口腔内に及ぼす影響 

⑥ かかりつけ歯科医の重要性 かかりつけ歯科医の有無と健康の関係 

３．市の目標 

指標 目標値

① 歯周病と糖尿病の関係を知っている 40 才以上の者の割合 50.0％

② 口腔ケアが誤嚥性肺炎を予防することを知っている 65歳以上の者の

割合 
70.0％

③ かかりつけ歯科医を決めている 65 歳以上（要支援･要会議認定を受け

ていない）の者の割合 
80.0％

①、②：北九州市健康づくり推進プラン（平成 25～29 年度）、③第四次北九州市高

齢者支援計画（平成 27～29 年度） 
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【基本内容】 
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Ⅲ 「歯周病（歯周疾患）検診マニュアル」への掲載内容の検討

１．趣旨
 国の「歯周病検診マニュアル」の改訂を参考に、歯周病と糖尿病をはじめとする全

身疾患との関係や有病者に対する歯科保健指導について掲載する。また、指導時に利

用できるように歯周病（歯周疾患）検診受診票の受診者控えの裏面に歯周病と全身疾

患について掲載する。 

２．掲載内容 
【P9 保健指導】 
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【P10 （参考）糖尿病と歯周病の関係について】
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【P10 歯周病検診検診票受診者控裏面】
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歯科と生活習慣病対策検討委員会       

医科歯科連携等調査実証事業の内容について検討するため、委員会を開催した。 

Ⅰ 委員会概要 

 １．実施要領 

歯科と生活習慣病対策委員会 実施要領 

１ 趣  旨   

  歯科と生活習慣病対策を実施するにあたり、各専門職種の実情に応じた具体的な検討を

行って企画、立案、検証していくために委員会を設置するもの。 

２ 検討事項 

(1) 糖尿病患者を対象とした歯科保健指導マニュアルの作成について
(2) 市民向けリーフレット活用状況の調査について
(3) その他、歯科と生活習慣病対策の推進について

３ 構成等  

(1) 本委員会は、次に掲げる本事業の関係機関等から選出された者、その他関係職種で構
成する。

① 北九州市歯科医師会・各区歯科医師会（７名）

② 福岡県歯科衛生士会（２名）

③ 九州歯科大学（１名）

④ 北九州市医師会（２名）

⑤ 北九州市薬剤師会（１名）

⑥ 北九州市保健福祉局健康推進課（２名）

 (2) 委員会に委員長を置く。
(3) 委員会の議長は委員長をもって充てる。

４ 招集等 

(1) 委員会は、年に４回程度、開催するものとし、委員長が招集する。
(2) 委員会の委員が出席できない場合には、代理の者を出席させることができる。

５ 庶務 

委員会の庶務は、本事業の受託団体が担当する。 
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2．委員名簿 

所 属 ・ 役 職 氏 名 備 考

北九州市歯科医師会理事・学術委員会委員長 山 口 祐 典 委員長

門司歯科医師会 中 野 稔 也

小倉歯科医師会 中 野 宏 俊

若松歯科医師会 中 島 隆 喜

八幡歯科医師会 大 藏 雅 文

戸畑歯科医師会 古 田 功 彦

九州歯科大学 口腔治療学講座 歯周病制御再建学分野 臼 井 通 彦

北九州市医師会 杉 本 英 克

北九州市医師会 横 溝 由 史

北九州市薬剤師会 増 本 順 子

福岡県歯科衛生士会 竹 邉 千恵美

北九州市保健福祉局事業協力歯科衛生士連絡会 金 子 美和子

北九州市保健福祉局健康推進課健康づくり・介護予防担当課
長（口腔保健支援センター長）

古 賀 佐代子

北九州市保健福祉局健康推進課歯科保健担当係長 仲 山 智 恵

Ⅱ 開催状況    ※ 必要に応じ、委員会メーリングリストで意見交換を行った。 

第 1回 平成 27 年 10 月 1 日（水）19:30～20:30 
議題  

（１）市民向けリーフレットの改定について 

    改定案について検討 

（２）「歯周病（歯周疾患）検診マニュアル」への糖尿病患者に対する保健指導掲載に

ついて 

（３）糖尿病患者を対象とした歯科保健指導マニュアルの作成について 

    ワーキンググループで作成した案について検討 

第 2回 平成 28 年 3 月 4 日（金）19:30～20:30 
議題  

（１）平成 27 年度 医科・歯科連携等実施調査実証事業報告書（案）について 

    報告書（案）について検討 

（２）平成 28 年度 歯科と生活習慣病対策委員会について 

    次年度予定について検討 

（３）その他 

    改訂された「糖尿病連携手帳」について 
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市民向けリーフレットの改定           

１． 主な改定内容 
（１）表紙タイトルの見直し 

（２）記入欄に、服薬中の薬の情報、直近の糖尿病検査結果を記入する欄を追加 

２． 配布依頼先 
（１）市内の特定健診実施医療機関（475 ケ所） 

（２）市内の歯周病（歯周疾患）検診登録医療機関（543 ケ所） 等 

【リーフレット（Ａ4三つ折）】


